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はじめに

本研究では、説明文における読み手の道徳的読解について検討した。我々は、様々な文章を読み、内容を

理解することで、日常生活を送ることができる。我々が読む文章が物語文、日記などの記録的文章、新聞な

どの報道文などさまざまな種類がある。本研究では、説明的文章の読解過程を取り上げる。説明的文章は、

物語文とともに国語などの教科書で主たる教材として用いられる文章の種類である。説明的文章について、

舛田 (2011) は、「事実関係の論理的な結びつきによって、読者にそのテーマに関する情報や、著者の主張を

伝える文章」としている。また、説明的文章の読解における重要なこととして、文章の論理的結びつきを正

確に把握した上で、個々の情報を適切に位置づけつつ、最終的に筆者の主張を読み取ることとしている。そ

して、舛田 (2011) は、説明的文章を通じた学習において、このような条件を満たされた読解を「適切な読解」

としている。この説明的文章における適切な読解は、文章内容の適切な理解や筆者の主張を正しく読み取る

ために読者に求められることである。記述内容を適切に理解することや筆者の主張を正しく読み取ることで、

我々は日常生活における問題解決や意思決定を正しく行うことができる。また、舛田 (2011) は、説明的文

章の読解過程における文章の後続の部分への予想が、読み取った情報の理解や記憶を促進する研究例に基づい

て、読解における読解の枠組みの肯定的影響に言及する一方で、偏った読解の枠組みを利用することによっ

て、適切な読解が阻害されることも指摘している。舛田 (2007，2010，2011) は、文章に明示されていないに

もかかわらず、あえて道徳・教訓的な意味づけを行ってそのテーマを把握するよう方向付ける読解枠組みの

存在を明らかにし、この読解枠組みのことを道徳的読解スキーマ (the Moral Reading Schema:MRS) と名付け

ている。

説明的文章は、単に内容を伝達するためだけに記述されるものではなく、筆者の主張が含まれることが多

い。読者は、筆者の主張を推測しながら文章内容の読解を試みていく。この過程において、文中には明示さ

れていない内容について、読者の既有知識によって補完されることで、文章内容が読者の理解につながる。

また、読者にとっての重要度の違いによって文章内容の理解に対して取捨選択される。このように、説明的

文章の理解には、記述内容や記述形式だけでなく、読者の既有知識や読解の信念の影響を含める必要がある。

MRS 的読解を行っている読者が利用する読解方略の例としては、「具体的なイメージを思い浮かべる」、

る。すなわち、読者による独自の読解方略の使用傾向としての読解の枠組みと MRS は関連する可能性が推察

される。

読解における読解方略の使用には、意図的な側面と無意図的な側面があることが考えられる。意図的な読

解方略の使用には、「具体的なイメージを思い浮かべる」、「難しいことばは自分なりに言い換える」、「理
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解を助けるために簡単な表や図を書く」といったような具体的な行為を伴うものが考えられる。読者にとっ

ては、文章の記述内容や形式によって適切な種類の方略を意図的に使い分けるものである。これに対して、

無意図的な過程としては、自分では意識することが難しい回答傾向の偏りが考えられる。このような、一定

の手順に従って正解を得る過程において、必ず正解が得られるわけではないが、迅速かつ簡単で、ある程度

解決に有効な方略のことをヒューリスティックという (林，2015)。人間の思考はシステム 1とシステム 2と

いう二つのシステムによって成り立つとされる (Kahnemann，2011)。システム 1は自動的に高速で働き、努力

は不要かほんのわずかである。ヒューリスティックはシステム 1に当てはまり、それゆえバイアスが生じる

(林，2015)。ヒューリスティックには、代表性ヒューリスティック、利用可能性ヒューリスティック、調整

ヒューリスティックなど問題解決における機能によって異なる種類があるとされるが、無意図的過程による

問題解決の偏りであることは、それらに共通する特徴である。読解の枠組みが方略選択の偏りに影響するも

のであるならば、意図的な方略に先行するシステム 1に関連すると考えることもできる。本研究では、読解

における、意図的な方略使用と意図的ではないヒューリスティック過程が読解課題の成績に及ぼす影響につ

いて検討する。

本研究では、道徳的な読解と読み手の信念とヒューリスティック過程の関連について検討する。藤木

(2017) は、国語科における教材の読みと道徳資料からの教訓の読み取りを明確に区別できないものも多いこ

とを指摘している。また、その原因として、主として初等科国語で用いられる教材の多くが道徳的に望まし

い結論を持つことを挙げている。そのため多くの児童生徒が正確に読み取ることと道徳的な望ましさを含む

主旨を読み取ることの区別をつけられないまま国語科に対する教科観を形成する (藤木，2017)。このことを

踏まえて、藤木 (2017) は、道徳的読解材料を用いて大学生を対象とした、道徳的読解材料の結論の妥当性評

価課題を実施した。この道徳的読解材料は、説明文は 3文程度の文によって構成された材料である。実験参

加者は、説明文を読んだ後、3 つの文を提示され、それぞれに対する結論としての妥当性評価を行った。3

つの文はそれぞれ結論として適切である文 (以下、「適切文」)、不適切である文 (以下、「不適切文」)、道

徳的には正しいが結論としては適切ではない文 (以下、「道徳的誤読文」)であった。結論の妥当性評価につ

いては、それぞれの文について、結論として妥当であると思う程度について表呈するものであった。また藤

木(2017)では、読解における読み手の信念を質問紙(和田・植田，2013)によって測定した。大学生を対象と

した実験の結果、結論の評定について、適切文の結論の妥当性を高く評価するクラスタと 3種類の文の結論

の妥当性が同程度であるクラスタの 2つのクラスタが検出された。藤木 (2017) の結果は、大学生の道徳的読

解において、適切な結論と道徳的誤読を弁別できるものとそうではないものがいることを示唆するものであ

る。

本研究では、これら道徳的読解課題において、一般的な道徳的読解課題に加えて情報モラルを題材とした

課題を作成した。インターネットやその他の情報に関する機器を適切に活用したり、対面でのコミュニケー

ションでは考えられないような誤解などのような情報科の影の部分に対応し、適切な活動ができる考え方や

態度を育成することの重要性が近年指摘されるようになった (文部科学省，2008)。これら背景を踏まえて、

文部科学省や関連団体が、一般の教員や教育関係者が利用することのできる情報モラルに関する教材を数多

く開発していることは、情報モラル教育に対する関心の高さを示唆するものである。

また、児童生徒に身につけさせたい情報モラルとしては次のようにまとめられている。

上記の記述においては、情報モラルは、情報機器の適切な活用だけでなく、機器の活用に対する態度とし
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ての心を磨く領域が設定されていることが分かる。

以上の背景を踏まえ、本研究では、道徳的読解に関する領域一般性と領域特殊性の発達過程に関する研究

を学部と附属学校の共同研究として行うこととした。道徳に関する領域として、本研究では情報モラルを取

り上げる。その理由として、情報モラルの発達や教育に関する研究知見は一般的な道徳性の発達や教育に比

べて多くないこと、情報モラル教育に関する教材自体が現在開発段階にあることが挙げられる。本研究全体

では、大学生と中学生を対象としているが、本論文で発表するのはこの中の大学生の調査結果である。

そこで本研究では、一般的な道徳的読解材料を参考にして情報モラルに関する道徳的読解材料を作成し、

大学生を対象として、道徳的読解材料に対する結論の妥当性判断課題を実施することとした。これに加えて、

本研究では、ヒューリスティック課題と読解における読み手の信念課題を実施し、これら変数の関連を検討

することとした。

１．方法

１－１　調査時期

本研究は、2018 年 11 月に実施された。本研究は大学の授業中に集団で行われた。

１－２　調査参加者

本研究の調査参加者は大学生 60 名であった。

１－３　材料

表１　本調査で用いた説明文　(一般的道徳に関する課題 )
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本調査では以下の材料を使用した。1．道徳的読解の説明文、2．読み手の信念尺度、3．ヒューリスティッ

ク課題であった。1 の道徳的読解の説明文は先行研究によって作成された説明文を用いた。説明文は 3 文程

度の文によって構成された。実験参加者は、説明文を読んだ後、3つの文を提示され、それぞれに対する結

論としての妥当性評価を行った。結論の妥当性評価については、それぞれの文について、結論として妥当で

あると思う程度について、当てはまる選択肢にマルをつけてください、という教示を行い、あてはまらない (1)

から当てはまる (5) の 5 段階評定とした。3 つの文は、それぞれ正解文、不正解文、道徳的誤読文として位

置づけられた。本調査で用いた道徳的読解の説明文を表 1 に示す。2 の読み手の信念尺度は、 Transmission 

Belief と Transaction Belief によって構成される尺度である。Transmission Belief とは“書き手の意図に

沿って読むべきである”という信念であり、テキストの意味が、書き手あるいはテキストから読み手へと一

方通行で伝わっていくことを想定する。一方、Transaction Beliefは“読み手の意図によって読み方は変わる”

という信念であり、テキストの意味が書き手・読み手・テキストとの相互作用によって作られていくことを

想定されている。3のヒューリスティック課題は 3つの題材を選定、修正した。

１－４　手続き

まず、調査参加者に回答用紙を配布した。回答用紙には、結論の妥当性評価の選択肢とヒューリスティッ

ク課題の回答欄および読み手の信念尺度が印刷されていた。説明文の結論の妥当性評価の課題は 1問ずつ行

われた。調査参加者は、パワーポイントのスライドに 2 分間提示された説明文を読み、その後、3 つの結論

文が提示されたスライドを見た。回答時間を2分間として、その間に各結論文の妥当性評価を行った。その後、

順番に次の説明文が提示された。説明文の結論の妥当性評価の課題の終了後にヒューリスティック課題が行

われた。ヒューリスティック課題は、パワーポイントに問題が 2分間提示され、問題提示の終了後に回答選

択肢が提示された。2 分間の回答時間中に回答することを求めた。ヒューリスティック課題終了後に、読み

手の信念尺度への回答を求めた。

２．結果

本研究の変数の平均値と標準偏差を表 2 に示す。

表 2　本研究で用いた変数の平均値と標準偏差

相関分析の結果を表 3 に示す。適切文の評価と有意な相関を示したのは、Transaction Belief であっ

た。不適切文の評価と有意な相関を示したのは誤読であった。誤読と有意な相関を示したのは不適切と

Transmission Belief であった。結論の妥当性評価には読み手の信念のうち異なる要因が影響を及ぼしてい

ることが示唆された。そこで、結論の妥当性評価における適切文、不適切文、誤読の得点を従属変数、ヒュー

リスティック課題の得点、読み手の信念尺度の得点を独立変数とする重回帰分析を行った。重回帰分析の

結果を表 4、表 5、表 6に示す。
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表 3　本研究で用いた変数間の相関係数

重回帰分析の結果、結論の妥当性評価において、適切文の評価を有意に予測したのは、Transaction Belief

であった。不適切文の評価を有意に予測したのは、Transmission Belief であった。誤読を有意に予測した

のは Transmission Belief で、Transaction Belief は有意傾向であった。

読み手の信念の異なる要因が結論の妥当性評価の異なる要因を予測したことは、読み手の読みに対する信

念といった心的傾向が、結論の妥当性評価に異なる影響を与えることを示唆すると考えられる。そこで、実

験参加者の結論の妥当性評価の得点をクラスタ分析し、クラスタによる読み手の信念のタイプに違いがある

かどうかを検討した。
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表 7　クラスタ別の結論の妥当性評価の得点

まず、実験参加者の結論の妥当性評価得点のクラスタ分析を行った。クラスタ分析は Ward 法の階層的クラ

スタ分析とした。得られた結果に基づいて、本研究では 3クラスタを設定した。クラスタ別の結論の妥当性

評価の平均値と標準偏差を表 7、図 1に示す。

各クラスタにおける読み手の信念尺度得点を算出した。クラスタ別の読み手の信念の平均値を標準偏差を

表 8、図 2 に示す。クラスタを従属変数、読み手の信念尺度の因子を独立変数とする 2 要因分散分析を行っ

た。分散分析の結果、クラスタの主効果 (F(2,57)=3.49, p<.05), 読み手の信念の主効果 (F(1,57)=33.94, 

p<.01) がそれぞれ有意であった。二要因の交互作用は有意ではなかった (F(2,57)=1.45, ns)。
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３．考察

本研究では、説明文における読み手の道徳的読解について検討した。読み手の態度によって、結論としては

正しいとは言えない道徳的な主張が混在している結論に対する妥当性評価への影響について検討した。3 文

程度の文章によって構成される説明文を読んだ後、それぞれ正解、不正解、道徳的誤読に対応する 3つの結

論を読み、それぞれの妥当性に関する評価を行った。その結果、正解を有意に予測したのは、Transaction 

Belief であり、不正解を有意に予測したのは、Transmission Belief、道徳的誤読を有意に予測したのは、

Transmission Belief であり、Transaction Belief の回帰係数は有意傾向であった。読み手の信念は結論の

妥当性評価に異なる影響を与える可能性があることを踏まえて、結論の妥当性評価の傾向を把握するためク

ラスタ分析を行った。クラスタ分析の結果、3つのクラスタが得られた。3つのクラスタによる読み手の信念

尺度の得点について分散分析を行った結果、クラスタと読み手の信念には交互作用は見られなかった。以上

の結果を踏まえると、本研究の結果を次のようにまとめることができる。

まず、大学生を対象として説明文の読解課題を実施した場合でも道徳的誤読は生じるということである。

このことは、内容に関する正しい理解と道徳的に読解することの間にどのような関連があるかについて、さ

らに検討する必要があることを示唆している。なお、先行研究においては、正解と道徳的誤読がある程度弁

別できているものとそうではないものというクラスタが見られているが、本研究でも同様の結果が得られて

いることを踏まえると、大学までの経験によって、正解と道徳的誤読を弁別できるようになるものとそこま

でに至らないものという段階があることが示唆される。

本論文では、大学生の道徳的説明文の読解過程について検討した。本共同研究の全体的な計画は、道徳的

説明文の読解過程について、一般的な道徳的読解と情報モラル領域の比較や関連性の検討を行うことと、こ

れらの領域の道徳的説明文の読解の発達を検討することである。本論文では、この中の大学生を対象とした

調査結果について発表している。

また、結論の妥当性評価の傾向をクラスタ分析した結果、正解と不正解、および道徳的誤読を明確に分け

て考えているクラスタと、道徳的誤読に対する妥当性評価が高いクラスタが得られた。このようなクラスタ

によって読み手の信念が異なるのかを検討した結果、クラスタと読み手の信念の交互作用は得られなかった。

このことは、Transaction Belief と Transmission Belief という 2種類の読み手の信念は、それぞれ有意に

予測する結論のタイプがある一方で、結論の評価の類型による読み手の信念に違いは見られないことを示唆

する。
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